
  

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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四半期報告書提出予定日 平成22年８月10日 配当支払開始予定日 平成22年９月６日 

四半期決算補足説明資料作成の有無：有     

四半期決算説明会開催の有無      ：有（マスコミ・アナリスト向け）     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  14,619  0.9  939  13.2  990  13.2  500  23.4

21年12月期第２四半期  14,492  －  830  －  874  －  405  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  86.44   －

21年12月期第２四半期  70.05   －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  17,073  4,955  29.0  856.33

21年12月期  19,113  4,521  23.7  781.34

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 4,955百万円 21年12月期 4,521百万円

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期  － 20.00 －  20.00 40.00

22年12月期  － 20.00

22年12月期（予想） －  20.00 40.00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  26,000  △0.1  680  0.3  750  0.4  400  63.0  69.12



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び想定で

きる経済情勢、市場動向などを前提として作成したものであり、今後の様々な要因により、予想と異なる結果となる可

能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短

信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 6,640,000株 21年12月期 6,640,000株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 853,266株 21年12月期 853,167株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 5,786,777株 21年12月期２Ｑ 5,786,910株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）のわが国経済は、国内外における景

気対策の効果や企業努力により改善の方向に向かいつつありますが、欧州の財政危機に端を発した財政規律の見直

し問題、失業率の高止まり、デフレの進行など依然として先行きに対する不透明感は払拭できない状況にありま

す。当社グループを取り巻く環境装置機械業界においても、公共では予算配分の見直し、民間では設備投資意欲の

冷え込みなどから厳しい状況で推移しました。 

このような事業環境のもと、当社グループは、自社製品の製造・販売を行う「環境関連」の利益拡大を目指し、

特に計測・医療・省エネ・水資源・脱臭の各分野において、開発スピードのアップやアライアンスの強化を図って

おります。 

その結果、医療分野では海外企業と組み、乳がんや悪性黒色腫などの初期治療において、対象となる治療範囲を

最小限にする目的で使用される「ガンマ・ファインダ－Ⅱ®」（ドイツ国 ＷＯＲＬＤ ＯＦ ＭＥＤＩＣＩＮＥ

社製）の販売を開始しました。また、水資源の分野では、河川や水路に設置し電力を生み出す「小水力発電装置 

スモール・ハイドロ・ストリーム」の販売を開始しました。 

これらの新規活動に加え、従来製品である「ボエフ脱臭剤」、「ＥＫＯフィルター」、「Ｋターボブロワ」、

「スクリーンユニット」などの原価低減、能力改良研究などにも注力しました。 

これらの活動の結果、当第２四半期の受注高は9,504百万円（前年同期比18.2％減）、売上高は14,619百万円

（前年同期比0.9％増）、営業利益は939百万円（前年同期比13.2％増）、経常利益は990百万円（前年同期比

13.2％増）、四半期純利益は500百万円（前年同期比23.4％増）となりました。  

当第２四半期のセグメント別営業状況は次のとおりであります。 

① 環境関連 

環境関連製品の製造・販売を手掛ける当セグメントは、感染症の予防を主目的とした空気清浄機や陰圧装置な

どの各種医療用機器の販売が拡大したことや海水ろ過、排水の高度処理などに使用される用水処理装置も納入台

数が増えました。また、メーカー各社の生産量増加に伴い、部品の輸送などに使われるバイオマス緩衝材の販売

なども増加しました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は2,954百万円（前年同期比37.1％増）、売上高は3,652百万円（前年同

期比2.9％増）となりました。 

② 水処理関連 

上・下水道向けの設計・施工を手掛ける当セグメントは、国が事業ごとに「補助金」として直接支出していた

財源を「交付金」という形で地方自治体に支出するなど公共予算の配分方法に変更があり、その影響から発注時

期に遅れが見られました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は1,946百万円（前年同期比52.6％減）、売上高は6,561百万円（前年同

期比6.0％増）となりました。 

③ 風水力冷熱機器等関連  

主にポンプ、冷凍機、省エネ空調機器などを商社として販売する当セグメントは、半導体分野は回復傾向にあ

るものの、当社が主力とするオフィスビルなどの建築設備関連の設備投資が弱く、増改築、耐震化、長寿命化に

対応する中・小型案件の獲得にとどまりました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は4,603百万円（前年同期比14.2％減）となり、売上高は4,405百万円

（前年同期比7.3％減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ2,039百万円減少し、17,073百万円となりま

した。主な変動要因は、資金運用の一環としてファクタリング債務の期限前弁済を3,154百万円行ったこと等によ

る現金及び預金1,191百万円の減少、受取手形及び売掛金749百万円の減少、たな卸資産555百万円の減少などであ

ります。 

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ2,473百万円減少し、12,118百万円となりまし

た。主な変動要因は、ファクタリング債務の期限前弁済による支払手形及び買掛金2,059百万円の減少、前受金650

百万円の減少であります。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ433百万円増加し、4,955百万円となりまし

た。主な変動要因は、配当金115百万円を支払ったものの四半期純利益500百万円によって利益剰余金が384百万円

増加したこと、保有有価証券の時価上昇によってその他有価証券評価差額金が46百万円増加したこと等でありま

す。なお、自己資本比率は前連結会計年度末の23.7％から29.0％となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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＜キャッシュ・フローの状況＞ 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は1,027百万円となり、

前連結会計年度末より1,155百万円減少しました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動の結果使用した資金は595百万円となりました。 

税金等調整前四半期純利益838百万円、売上債権749百万円の減少、たな卸資産553百万円の減少が主な増加要

因であり、ファクタリング債務3,154百万円の期限前弁済等による仕入債務2,058百万円の減少、前受金645百万

円の減少が主な減少要因であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は411百万円となりました。 

定期預金の預入による支出300百万円、有形固定資産の取得による支出57百万円が主な要因であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は147百万円となりました。 

短期借入金30百万円の返済、配当金115百万円の支払が主な要因であります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間までの業績は概ね計画通り推移しており、当期の業績予想につきましては、「平成21

年12月期 決算短信」において発表した同予想から変更しておりません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（工事契約に関する会計基準の適用） 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額３億円以上かつ工期１年以上の工事については工

事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」

（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工

事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工

事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

す。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は188百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益は、それぞれ24百万円増加しております。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,124 2,316

受取手形及び売掛金 6,719 7,469

有価証券 100 －

商品及び製品 717 671

仕掛品 151 137

未成工事支出金 1,237 1,795

原材料及び貯蔵品 229 285

繰延税金資産 139 143

その他 383 218

貸倒引当金 △2 △3

流動資産合計 10,799 13,033

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,061 2,049

減価償却累計額 △1,047 △1,014

建物及び構築物（純額） 1,013 1,034

機械装置及び運搬具 129 120

減価償却累計額 △93 △89

機械装置及び運搬具（純額） 36 31

工具、器具及び備品 438 400

減価償却累計額 △339 △320

工具、器具及び備品（純額） 99 79

土地 991 991

その他 15 15

減価償却累計額 △2 △0

その他（純額） 13 14

有形固定資産合計 2,154 2,151

無形固定資産 23 20

投資その他の資産   

投資有価証券 1,285 1,421

保険積立金 1,163 1,106

投資不動産（純額） 758 765

繰延税金資産 208 235

その他 809 506

貸倒引当金 △129 △129

投資その他の資産合計 4,096 3,906

固定資産合計 6,274 6,079

資産合計 17,073 19,113
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,586 8,645

短期借入金 1,528 1,408

未払法人税等 354 39

未払消費税等 104 89

前受金 1,714 2,365

工事損失引当金 224 224

その他 425 509

流動負債合計 10,937 13,281

固定負債   

長期借入金 － 150

退職給付引当金 536 530

役員退職慰労引当金 586 562

その他 58 67

固定負債合計 1,181 1,310

負債合計 12,118 14,591

純資産の部   

株主資本   

資本金 957 957

資本剰余金 787 787

利益剰余金 4,382 3,997

自己株式 △1,376 △1,376

株主資本合計 4,750 4,365

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 135 88

為替換算調整勘定 70 67

評価・換算差額等合計 205 155

純資産合計 4,955 4,521

負債純資産合計 17,073 19,113
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 14,492 14,619

売上原価 11,324 11,244

売上総利益 3,168 3,375

販売費及び一般管理費 2,338 2,435

営業利益 830 939

営業外収益   

受取利息 9 3

受取配当金 7 10

投資不動産賃貸料 52 51

為替差益 12 －

その他 17 23

営業外収益合計 98 89

営業外費用   

支払利息 14 11

不動産賃貸費用 24 22

為替差損 － 2

支払手数料 13 1

その他 1 2

営業外費用合計 53 39

経常利益 874 990

特別利益   

固定資産売却益 0 0

貸倒引当金戻入額 47 0

工事損失引当金戻入額 22 －

特別利益合計 70 0

特別損失   

固定資産処分損 1 0

減損損失 4 －

投資有価証券評価損 － 151

保険解約損 272 －

特別損失合計 279 151

税金等調整前四半期純利益 666 838

法人税、住民税及び事業税 56 343

法人税等調整額 204 △4

法人税等合計 261 338

四半期純利益 405 500
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 666 838

減価償却費 52 80

減損損失 4 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △47 △0

工事損失引当金の増減額（△は減少） △22 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5 5

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 17 23

受取利息及び受取配当金 △16 △14

支払利息 14 11

固定資産売却損益（△は益） 1 △0

保険解約損益（△は益） 272 －

固定資産処分損益（△は益） － 0

投資有価証券評価損益（△は益） － 151

売上債権の増減額（△は増加） 2,543 749

たな卸資産の増減額（△は増加） 858 553

仕入債務の増減額（△は減少） △1,307 △2,058

前受金の増減額（△は減少） △828 △645

未払又は未収消費税等の増減額 103 15

その他 34 △274

小計 2,353 △563

利息及び配当金の受取額 16 15

利息の支払額 △15 △10

法人税等の支払額 △20 △37

法人税等の還付額 26 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,360 △595

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） － △300

拘束性預金の純増減額（△は増加） 30 35

有価証券の取得による支出 △100 △135

有価証券の償還による収入 150 136

有形固定資産の取得による支出 △355 △57

有形固定資産の売却による収入 － 0

無形固定資産の取得による支出 － △3

投資有価証券の取得による支出 △18 △18

保険積立金の解約による収入 437 －

貸付金の回収による収入 63 16

その他 △78 △84

投資活動によるキャッシュ・フロー 128 △411
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △41 △30

長期借入れによる収入 150 －

長期借入金の返済による支出 △202 －

配当金の支払額 △115 △115

その他 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △208 △147

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,279 △1,155

現金及び現金同等物の期首残高 525 2,183

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,805 1,027
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該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品及び工事・商品 

事業区分は商品・製品及び工事の類似性及び販売市場別に区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品及び工事・商品 

３．会計処理の方法の変更 

「２．その他の情報（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要」に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契

約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用しております。

この変更に伴い、従来の方法に比較して当第２半期連結累計期間における「水処理関連」の売上高は188百

万円増加し、営業利益は24百万円増加しております。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、従来「風水力冷熱機器等関連」に含めておりました計測器・医療本部における感染

症関連事業は、想定外に需要が拡大し、継続的にその需要が見込めることとなったため、取扱部署及び製品内容を勘

案し、オゾン・医療関連事業として「環境関連」に含めて区分することに変更しております。 

この変更に伴い、従来の方法に比較して当第２四半期連結累計期間の売上高は、「環境関連」が241百万円（う

ち、外部顧客に対する売上高241百万円）増加し、「風水力冷熱機器等関連」が241百万円（うち、外部顧客に対する

売上高241百万円）減少しております。また、営業利益は、「環境関連」が９百万円減少し、「風水力冷熱機器等関

連」が９百万円増加しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
環境関連 
(百万円) 

水処理関連 
(百万円) 

風水力冷熱
機器等関連 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  3,550  6,187  4,754  14,492  －  14,492

(2)セグメント間の内部売上高  －  －  －  －  －  －

計  3,550  6,187  4,754  14,492  －  14,492

営業利益  280  605  268  1,154  △324  830

  
環境関連 
(百万円) 

水処理関連 
(百万円) 

風水力冷熱
機器等関連 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  3,652  6,561  4,405  14,619  －  14,619

(2)セグメント間の内部売上高  －  －  －  －  －  －

計  3,652  6,561  4,405  14,619  －  14,619

営業利益  362  631  254  1,248  △308  939

事業区分 主要品目 

環境関連 

オゾン濃度計、オゾン空気殺菌脱臭装置、液相脱臭装置、腐植質脱臭剤、感染症対策製品、栽

培漁業関連装置、廃棄物処理・水処理プラント、水景施設浄化装置、栽培漁業施設、水景施設

などの計画・設計・施工及び製造・販売、緩衝材の製造・販売、微細藻類の培養による有用物

質の製造・販売 

水処理関連 
上水道処理施設、下水道処理施設、ポンプ取水場施設、産業用排水処理施設、水景施設などの

プラント類の計画・設計・製作・施工・販売 

風水力冷熱機器等関連 
ポンプ、送風機、圧縮機、冷凍機、冷却塔、ボイラ、全熱交換機、冷温水機、パッケージエア

コン、工業用薬品などの販売、空調、給排水・衛生、冷凍機、冷却塔などの設備工事 
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〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計額に占める本邦以外の割合が10％未満であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

   

該当事項はありません。 

   

＜生産、受注及び販売の状況＞ 

（１）生産実績 

  

（２）受注実績 

  

（３）販売実績 

    

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

事業の種類別セグメントの名称 
当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

 前年同四半期比(％) 

環境関連 (百万円)  2,420  101.1

水処理関連 (百万円)  4,731  118.1

風水力冷熱機器等関連 (百万円)  1,271  118.6

合計 (百万円)  8,423  112.7

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％) 受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

環境関連  2,954  137.1  2,395  143.9

水処理関連  1,946  47.4  3,538  48.8

風水力冷熱機器等関連  4,603  85.8  3,560  96.4

合計  9,504  81.8  9,495  75.3

事業の種類別セグメントの名称 
当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

 前年同四半期比(％) 

環境関連 (百万円)  3,652  102.9

水処理関連 (百万円)  6,561  106.0

風水力冷熱機器等関連 (百万円)  4,405  92.7

合計 (百万円)  14,619  100.9
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